
味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
社
は
事
業

活
動
を
通
じ
て
社
会
価
値
創

出
を
図
る
非
財
務
活
動
・
Ａ

Ｇ
Ｆ
�

―
Ｓ
Ｖ
（
シ
ェ
ア
ー

ド
バ
リ
ュ
ー
）
を
推
進
し
て

い
る
。

３
月
２２
日
に
は
１７
年
６
月

か
ら
鹿
児
島
県
奄
美
群
島
で

実
施
し
て
い
る
「
徳
之
島
コ

ー
ヒ
ー
生
産
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
鹿

児
島
県
大
島
郡
伊
仙
町
で

「
２
０
１
９
年
春
の
コ
ー
ヒ

ー
豆
収
穫
祭
�
写
真
�
」
を

実
施
し
た
。
品
田
英
明
社
長

�
写
真
�
左
�
ほ
か
、
鹿
児

島
県
大
島
郡
伊
仙
町
の
大
久

保
明
町
長
�
写
真
�
右
、
徳

之
島
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
会
の

吉
玉
誠
一
代
表
�
写
真
�
中

央
右
、
丸
紅
の
梶
原
和
幸
飲

料
原
料
部
長
�
写
真
�
中
央

左
�
が
出
席
し
た
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
�
他

に
は
な
い
日
本
産
の
コ
ー
ヒ

ー
を
作
り
た
い
�
と
い
う
徳

之
島
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
会
の

吉
玉
誠
一
代
表
の
想
い
の

下
、
１７
年
６
月
２６
日
に
伊
仙

町
役
場
、
徳
之
島
コ
ー
ヒ
ー

生
産
者
会
、
丸
紅
、
Ａ
Ｇ
Ｆ

の
４
者
で
の
契
約
締
結
に
よ

っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
回

の
収
穫
祭
で
は
Ａ
Ｇ
Ｆ
が
提

供
し
た
電
動
式
コ
ー
ヒ
ー
パ

ル
パ
ー
の
稼
働
式
を
開
催
�

写
真
�
。
今
年
、
徳
之
島
で

収
穫
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
で
淹

れ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
試
飲
会
も

行
っ
た
。

味
の
素
Ａ
Ｇ
Ｆ
は
、
３
月

２６
日
か
ら
３０
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
公
益
財
団
法
人
日
本
少

年
野
球
連
盟
主
催
の
第
４９
回

日
本
少
年
野
球
春
季
全
国
大

会
を
特
別
協
賛
。
特
別
協
賛

は
今
年
で
３
年
目
と
な
り
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
を

熱
心
に
応
援
す
る
保
護
者
を

「
ブ
レ
ン
デ
ィ
�

」
ス
テ
ィ

ッ
ク
で
支
援
し
て
い
る
。

本
大
会
初
日
の
２６
日
に
埼

玉
県
立
大
宮
公
園
野
球
場
で

行
わ
れ
た
開
会
式
に
品
田
社

長
�
写
真
�
左
�
が
出
席

し
、
第
１
回
戦
で
は
最
も
熱

い
応
援
を
繰
り
広
げ
た
応
援

団
３
チ
ー
ム
を
「
Ａ
Ｇ
Ｆ
ベ

ス
ト
ス
タ
ン
ド
賞
�
写
真

�
」
と
し
て
表
彰
。
賞
状
、

ト
ロ
フ
ィ
ー
お
よ
び
「
ブ
レ

ン
デ
ィ
�

」
ス
テ
ィ
ッ
ク
商

品
１
年
分
を
贈
呈
し
た
。

同
大
会
の
協
賛
は
「
ブ
レ

ン
デ
ィ
�

」
ス
テ
ィ
ッ
ク
の

飲
用
機
会
の
拡
大
に
も
つ
な

が
り
得
る
。
�
大
量
の
飲
料

を
練
習
会
場
や
試
合
会
場
へ

運
び
込
む
の
が
重
い
�
�
そ

れ
ぞ
れ
の
嗜
好
に
合
わ
せ
て

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
麦
茶
な

ど
多
品
種
を
揃
え
る
と
事
前

の
準
備
に
時
間
や
費
用
が
か

か
る
�
�
ポ
ッ
ト
や
ジ
ャ
グ

の
準
備
、
使
用
後
の
後
片
付

け
が
気
に
な
る
�
な
ど
の
課

題
に
対
応
し
得
る
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
価
値
訴
求
も
狙
い
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
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Ｆ
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Ｓ
Ｖ
を
推
進

徳
之
島
コ
ー

ヒ
ー
収
穫
祭

野
球
応
援
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
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新
し
い
元

号

は

「

令

和
」
で
あ
り

ま
す
。
菅
官

房
長
官
が
い

つ
に
な
く
緊

張
し
た
面
持

ち
で
、
新
元
号
を
掲
げ
た

瞬
間
、
空
気
が
変
わ
っ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。
日
本

人
に
と
っ
て
元
号
と
は
特

別
な
も
の
で
あ
り
、
あ
ら

た
め
て
歴
史
と
伝
統
の
重

み
を
感
じ
た
▼
令
和
の
出

典
は
万
葉
集
巻
五
に
収
録

さ
れ
た
梅
花
の
歌
の
序

文
。
「
初
春
の
令
月
に
し

て
、
気
淑
（
よ
）
く
風
和

ら
ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉
を

披
（
ひ
ら
）
き
、
蘭
は
珮

後
（
は
い
ご
）
の
香
を
薫

ら
す
」
か
ら
引
用
し
た
。

和
書
か
ら
の
出
典
は
初

で
、
「
令
」
を
元
号
に
使

用
す
る
の
も
初
と
い
う
▼

安
倍
首
相
は
「
厳
し
い
寒

さ
の
後
に
春
の
訪
れ
を
告

げ
、
見
事
に
咲
き
誇
る
梅

の
花
の
よ
う
に
、
明
日
へ

の
希
望
と
と
も
に
そ
れ
ぞ

れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ

る
こ
と
が
で
き
る
日
本
で

あ
り
た
い
」
と
令
和
に
込

め
た
願
い
を
語
っ
た
▼
前

回
、
平
成
へ
の
改
元
は
天

皇
陛
下
の
崩
御
と
い
う
重

苦
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、

平
成
が
生
活
に
溶
け
込
む

に
は
時
間
を
要
し
た
が
、

今
回
は
祝
賀
ム
ー
ド
で
の

改
元
と
な
る
。
１
日
は
多

く
の
企
業
で
入
社
式
が
行

わ
れ
、
平
成
最
後
で
新
た

な
時
代
の
１
期
生
が
誕
生

し
た
。
来
月
か
ら
は
い
よ

い
よ
令
和
の
新
た
な
時
代

を
迎
え
、
食
品
業
界
も
期

待
感
に
包
ま
れ
て
い
る
。
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「
平
成
」
か
ら
「
令

和
」
へ
。
新
元
号
が
「
令

和
」
に
決
ま
っ
た
１
日
、

イ
オ
ン
は
東

京
都
、
神
奈

川
県
、
千
葉

県
、
山
梨
県

の
７７
店
で
新
元
号
を
祝
う

販
促
を
開
始
し
た
。

イ
オ
ン
葛
西
店
（
東
京

都
江
戸
川
区
）
で
は
、
新

元
号
決
定
の
瞬
間
を
来
店

客
と
一
緒
に
楽
し
も
う
と

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
を
開
設
。
来
店
客
が
固

唾
を
の
ん
で

見
守
る
中
、

新
元
号
が
発

表

さ

れ

る

と
、
ク
ー
ポ

ン
付
き
の
号

外
チ
ラ
シ
を

店

内

で

配

布
。
ま
た
、

当
日
の
買
い

物
に
使
用
で

き
る
新
元
号
名
の
入
っ
た

ア
プ
リ
ク
ー
ポ
ン
を
配
信

す
る
な
ど
し
、
新
元
号
決

定
を
盛
り
上
げ
た
。

新
元
号�
令
和
�に

小
売
は
早
速
、販
促
開
始

	
	
	
	 新

元
号
を
発

表
す
る
菅
官

房
長
官

が
求
め
ら
れ
る
。
配
属
先
は

希
望
通
り
の
仕
事
に
就
く
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
決

し
て
腐
ら
ず
目
の
前
の
仕
事

を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
存
在

感
を
発
揮
し
、
置
か
れ
た
場

所
で
自
分
ら
し
く
生
き
て
ゆ

け
ば
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
見

て
い
る
誰
か
が
い
る
は
ず

で
、
い
つ
か
は
チ
ャ
ン
ス
が

巡
っ
て
く
る
。

令
和
と
い
う
新
元
号
が
発

表
さ
れ
、
５
月
か
ら
時
代
は

平
成
か
ら
令
和
に
か
わ
る

が
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
時
代

を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う

か
。
一
つ
だ
け
は
っ
き
り
し

て
い
る
こ
と
は
、
日
本
の
食

市
場
は
間
違
い
な
く
縮
小
の

時
代
を
迎
え
る
。
こ
う
し
た

中
で
カ
ゴ
メ
は
２
０
２
５
年

に
食
を
通
じ
て
社
会
問
題
の

解
決
に
取
り
組
み
、
持
続
的

に
成
長
で
き
る
強
い
企
業
を

目
指
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
、
課
題
に
対
し
、
ぜ

ひ
関
心
を
持
っ
て
思
い
を
め

ぐ
ら
せ
て
ほ
し
い
。

日
本
パ
レ
ッ
ト
レ
ン
タ
ル
は

昨
年
か
ら
冷
凍
食
品
お
よ
び

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
メ
ー
カ
ー

に
活
用
を
強
く
呼
び
か
け
て

い
る
が
、
実
用
化
に
至
っ
た

ケ
ー
ス
は
ま
だ
少
な
い
。
メ

ー
カ
ー
側
の
工
場
・
営
業
倉

庫
で
パ
レ
ッ
ト
積
み
付
け
装

置
等
の
設
備
投
資
が
必
要
に

な
る
か
ら
だ
。
そ
の
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
い
く
た
め
に

も
、
食
品
卸
な
ど
は
常
温
品

で
蓄
積
さ
れ
た
パ
レ
ッ
ト
積

み
方
式
の
定
量
効
果
を
整
理

し
、
冷
凍
品
メ
ー
カ
ー
に
提

示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

上
す
る
中
、
メ
ー
カ
ー
と
と

も
に
そ
の
対
策
に
取
り
組
む

全
体
最
適
推
進
拠
点
と
い
う

ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
担
い
つ
つ
あ

る
。メ

ー
カ
ー
か
ら
卸
へ
の
パ

レ
ッ
ト
積
み
配
送
は
酒
類
・

常
温
加
工
食
品
で
一
般
的
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
市
販
用

冷
凍
食
品
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
の
冷
凍
品
は
現
在
も

バ
ラ
積
み
が
主
流
だ
。
こ
の

た
め
、
荷
積
み
・
荷
卸
し
等

の
作
業
負
荷
が
高
く
、
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
に
喘
ぐ
運
送
業

者
に
敬
遠
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
先
の
メ

ー
カ
ー
４
社
（
冷
凍
食
品
３

社
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
メ
ー

カ
ー
１
社
）
は
三
菱
食
品
に

１０
ｔ
車
に
よ
る
パ
レ
ッ
ト
積

み
納
品
へ
の
切
り
換
え
を
要

請
。
卸
拠
点
の
荷
待
ち
削
減

や
検
品
合
理
化
に
も
直
結
す

る
こ
と
か
ら
、
三
菱
食
品
も

こ
れ
を
前
向
き
に
受
け
入
れ

た
。
従
来
の
バ
ラ
積
み
方
式

で
は
荷
積
み
・
荷
卸
し
に
そ

れ
ぞ
れ
約
２
時
間
を
要
し
て

い
た
が
「
パ
レ
タ
イ
ズ
化
に

よ
り
、
各
々
３０
分
程
度
に
短

縮
さ
れ
た
」
（
佐
々
木
セ
ン

タ
ー
長
）
と
い
う
。

こ
の
成
果
を
受
け
、
横
浜

金
沢
低
温
Ｄ
Ｃ
は
今
後
も
パ

レ
ッ
ト
積
み
納
品
の
受
け
入

れ
を
拡
大
す
る
方
針
。
同
セ

ン
タ
ー
の
１０
ｔ
車
用
バ
ー
ス

は
２
か
所
と
少
な
い
が
「
入

荷
時
間
帯
の
調
整
な
ど
で
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
」
（
佐

々
木
セ
ン
タ
ー
長
）
。
こ
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
冷
凍
品

で
も
パ
レ
タ
イ
ズ
の
機
運
が

高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
し
、
常
温
品
並
み
の

普
及
率
に
達
す
る
に
は
相
当

な
時
間
を
要
し
そ
う
だ
。
レ

ン
タ
ル
パ
レ
ッ
ト
最
大
手
の

化
を
図
り
、
生
産
性
と
ス
ペ

ー
ス
効
率
を
大
幅
に
高
め
て

い
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
賞

味
期
限
表
示
の
自
動
読
み
取

り
機
能
を
持
つ
入
出
荷
用
ハ

ン
デ
ィ
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
も

他
拠
点
に
先
駆
け
て
取
り
入

れ
た
。

こ
れ
ら
業
務
フ
ロ
ー
の
改

善
に
よ
り
「
通
常
の
セ
ン
タ

ー
の
３
分
の
２
程
度
の
人
員

（
１
日
４０
～
５０
人
）
で
拠
点

全
体
を
動
か
せ
る
」
（
物
流

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
本
部
横
浜

金
沢
低
温
Ｄ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
長

・
佐
々
木
弘
一
氏
）
と
い

う
。
こ
の
余
力
を
生
か
し
、

周
辺
他
セ
ン
タ
ー
の
既
存
業

務
も
段
階
的
に
引
き
継
い
で

い
る
状
況
だ
。

そ
の
一
環
と
し
て
今
年
２

月
に
は
既
出
メ
ー
カ
ー
４
社

の
パ
レ
ッ
ト
積
み
納
品
を
受

け
入
れ
て
い
た
南
大
沢
低
温

Ｄ
Ｃ
（
東
京
都
八
王
子
市
）

の
一
部
業
務
も
継
承
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
長
い
荷

待
ち
時
間
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
共
通
課
題
と
し
て
浮

横
浜
金
沢
低
温
Ｄ
Ｃ
は
手

狭
と
な
っ
て
い
た
湘
南
低
温

Ｄ
Ｃ
に
代
わ
っ
て
昨
年
１１
月

に
設
立
さ
れ
た
新
鋭
冷
凍
物

流
拠
点
。
延
床
面
積
は
８
千

６
５
０
�
強
と
、
近
年
の
食

品
卸
の
中
核
拠
点
と
し
て
は

や
や
小
振
り
だ
が
、
約
１２
万



の
在
庫
能
力
を
持
ち
、
神

奈
川
・
東
京
の
ス
ー
パ
ー
３２

社
・
４
１
０
店
舗
へ
の
配
送

を
一
手
に
手
が
け
る
。
想
定

取
扱
高
も
約
１
５
０
億
円
と

大
き
い
。

業
界
初
導
入
の
冷
凍
マ
ル

チ
シ
ャ
ト
ル
シ
ス
テ
ム
を
使

っ
た
店
別
自
動
仕
分
け
な
ど

で
徹
底
的
な
省
人
化
・
省
力

カ
ゴ
メ
は
１
日
、
２
０
１

９
年
度
の
入
社
式
を
開
催

し
、
男
性
２８
人
、
女
性
３２

人
、
計
６０
人
の
新
入
社
員
を

迎
え
た
。
入
社
式
で
は
新
入

社
員
全
員
が
紹
介
さ
れ
、
寺

田
直
行
社
長
が
開
会
の
辞
を

述
べ
た
あ
と
新
入
社
員
を
代

表
し
て
國
府

大
智
さ
ん
と

田
熊
佳
乃
さ

ん
が
宣
誓
文

を

読

み

上

げ
、
続
い
て

２
人
が
約
５０

�
の
巨
大
オ

ム
ラ
イ
ス
に

ケ
チ
ャ
ッ
プ

を

使

っ

て

「
野
菜
・
ら

し
さ
」
（
野

菜
と
自
分
ら
し
さ
）
と
書
き

記
し
、
最
後
に
役
員
全
員
を

紹
介
し
た
。

寺
田
社
長
は
次
の
よ
う
に

あ
い
さ
つ
し
た
。

○
…
カ
ゴ
メ
は
野
菜
の
会

社
を
目
指
し
て
事
業
領
域
を

広
げ
、
日
本
人
の
健
康
寿
命

の
延
伸
と
い
う
課
題
を
解
決

す
る
た
め
努
力
し
て
い
る
。

ど
う
し
た
ら
野
菜
の
摂
取
量

を
増
や
せ
る
か
、
日
本
の
野

菜
不
足
を
ゼ
ロ
に
で
き
る
か

を
一
緒
に
考
え
、
行
動
し
て

い
こ
う
。
そ
れ
に
は
自
分
自

身
が
野
菜
を
毎
日
し
っ
か
り

食
べ
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
も
飲

ん
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

生
活
を
送
る
こ
と
で
健
康
を

保
つ
こ
と
が
重
要
だ
。

カ
ゴ
メ
に
は
健
康
事
業
部

と
い
う
部
署
が
あ
り
、
健
康

増
進
に
対
し
て
積
極
的
な
企

業
や
自
治
体
に
健
康
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提

供
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
社

員
自
身
が
健
康
で
あ
る
こ
と

白
子
は
１
日
、
海
苔
製
品

全
般
を
希
望
小
売
価
格
の
１

～
８
％
値
上
げ
す
る
と
発
表

し
た
。
理
由
に
つ
い
て
「
今

年
度
の
海
苔
養
殖
は
近
年
ま

れ
に
み
る
大
凶
作
と
な
り
、

特
に
家
庭
用
海
苔
向
け
の
仕

入
価
格
が
大
幅
に
上
昇
。
物

流
費
、
人
件
費
も
上
昇
し
て

い
る
」
と
し
て
い
る
。

海
苔
業
界
の
値
上
げ
は
一

昨
年
ま
で
の
４
年
間
で
海
苔

原
料
の
平
均
単
価
が
約
５０
％

高
騰
す
る
中
で
各
社
が
断
続

的
に
行
い
、
昨
年
は
相
場
も

少
し
落
ち
着
い
た
こ
と
も
あ

り
見
送
ら
れ
た
。
し
か
し
、

今
年
度
の
海
苔
養
殖
は
４６
年

ぶ
り
の
大
凶
作
が
確
定
す
る

中
で
平
均
単
価
も
再
び
上

昇
。
一
昨
年
に
迫
る
高
騰
ぶ

り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
中

で
白
子
が
第
一
声
を
上
げ
た

格
好
だ
。

恐
ら
く
他
社
も
追
随
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る

が
、
発
表
や
実
施
時
期
な
ど

は
未
定
。
ま
た
、
商
品
幅
も

全
品
ま
た
は
一
部
実
施
な
ど

も
含
め
て
検
討
中
と
思
わ
れ

る
。
特
に
一
昨
年
に
大
々
的

な
値
上
げ
を
実
施
し
た
こ
と

も
あ
り
慎
重
論
も
あ
る
が
、

当
時
か
ら
上
昇
し
て
い
た
物

流
費
や
人
件
費
の
高
騰
分
は

未
転
嫁
だ
っ
た
。
今
回
の
値

上
げ
は
そ
う
し
た
総
合
的
な

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
対
応
の
意
味

も
強
く
な
っ
て
い
る
。

６
月
１
日

出
荷
か
ら

１
～
８
％
値
上
げ
白
子
の
り

カゴメ入社式

新
入
社
員
が
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
記
す

寺田社長（中央）と國府さん㊧、田熊さん

冷凍品のパレット積み納品を受け入れる

三菱食品横浜金沢低温ＤＣ

三
菱
食
品
は
冷
凍
品
の
入
荷
業
務
を
合
理
化
す
る
。
卸
へ
の
配
送
を
従
来
の
バ
ラ
積
み
か
ら
パ
レ
ッ
ト
積
み
に
切

り
換
え
る
メ
ー
カ
ー
に
対
応
し
、
積
み
替
え
を
行
わ
ず
に
パ
レ
ッ
ト
の
ま
ま
入
荷
す
る
。
既
に
神
奈
川
県
の
横
浜
金

沢
低
温
Ｄ
Ｃ
で
大
手
メ
ー
カ
ー
４
社
の
パ
レ
ッ
ト
積
み
納
品
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
荷
卸
し
・
検
品
等
の
業
務
負
荷

を
大
幅
に
縮
め
て
い
る
。
今
後
も
全
体
最
適
を
視
野
に
受
け
入
れ
を
強
め
る
方
針
だ
。

製
配
双
方
に
高
い
メ
リ
ッ
ト

冷冷
凍凍
品品
もも
パパ
レレ
積積
みみ
へへ

三
菱
食
品

神
奈
川
で
受
け
入
れ
拡
大

総合飲料

……………………
きょうの主な内容

��～�� 総合飲料特集

�� 飲料ＴＯＤＡＹ

人口減も一人当たり
の飲用量と各社の提
案力に可能性がある。
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